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上
京
は
平
安
京
遷
都
（
７
９
４
年
）

以
降
、
多
く
の
歴
史
上
の
人
物
が
往
来

し
、
歴
史
上
の
事
件
の
舞
台
と
な
っ
た

場
所
で
す
。
上
京
は
狭
い
よ
う
で
広

く
、
各
時
代
に
お
い
て
中
心
と
な
っ
た

地
域
は
変
遷
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
上

京
で
１
２
０
０
年
を
通
じ
て
ほ
ぼ
市
街

地
で
あ
っ
た
地
域
が
一
条
烏
丸
か
ら

一
条
堀
川
の
間
を
中
心
と
す
る
地
域

で
す
（
本
稿
で
は
こ
の
地
域
を
御
所

西
一
条
と
名
付
け
て
お
話
し
し
ま
す
）。

　

一
条
通
（
参
１
）
は
平
安
京
の
最
北

端
の
大
路
で
あ
り
、
そ
れ
よ
り
北
は
京

外
と
さ
れ
平
安
京
建
設
当
初
は
原
野
が

広
が
っ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
平
安
時

代
の
早
い
時
期
か
ら
、
低
湿
で
あ
っ
た

右
京
が
衰
退
し
始
め
、
左
京
の
み
が
発

達
し
、
一
条
通
を
越
え
て
北
側
へ
市
街

地
が
広
が
り
始
め
ま
す
。
ま
た
、
左
京

の
一
条
通
は
平
安
時
代
を
代
表
す
る
祭

り
で
あ
る
賀
茂
祭
の
祭
列
の
順
路
（
参

２
）
と
し
て
賑
わ
い
ま
す
。

　

こ
の
時
期
の
御
所
西
一
条
を
象
徴
す

る
場
所
が
一
条
戻
橋
で
す
。
一
条
通
の

北
側
は
ま
だ
京
外
で
あ
る
風
景
と
、
南

側
は
急
速
に
市
街
化
さ
れ
て
い
く
風
景

の
ま
さ
し
く
境
界
線
と
し
て
、
さ
ら
に

は
魔
界
や
霊
界
と
の
境
界
と
し
て
一
条

通
が
意
識
さ
れ
る
時
代
で
し
た
。
こ
の
こ

と
か
ら
、
一
条
戻
橋
（
戻
橋
は
大
内
裏

の
鬼
門
の
方
角
）
を
舞
台
に
魑ち
み
も
う
り
ょ
う

魅
魍
魎

の
伝
説
が
次
々
と
生
ま
れ
ま
す
。

　

一
条
戻
橋
に
ま
つ
わ
る
エ
ピ
ソ
ー
ド

は
、
数
多
く
あ
り
ま
す
。
①
９
０
０
年

代
前
半
、
三み

善よ
し

清き
よ

行ゆ
き

を
息
子
の
浄じ
ょ
う
ぞ
う蔵が

蘇
生
さ
せ
た
（
参
３
）
②
１
０
０
０
年

前
後
、渡わ
た
な
べ
の
つ
な

辺
綱
が
鬼
女
と
遭
遇
（
参
４
）

③
１
０
０
０
年
前
後
、
安
倍
晴
明
は
一

条
戻
橋
の
下
に
式し
き

神が
み

を
封
じ
込
め
、
必

要
な
時
に
式
神
を
使
役
（
参
５
）
④

１
１
７
８
年
、
建け
ん

礼れ
い

門も
ん

院い
ん

が
安
徳
天
皇

を
出
産
す
る
際
、
二に

位い
の

尼あ
ま

が
橋は
し

占う
ら

を
し

た
（
注
１
）
⑤
「
今
昔
物
語
」
で
は
、

大
み
そ
か
の
夜
に
一
条
戻
橋
を
渡
っ
て

い
た
侍
が
灯
を
持
っ
た
鬼
の
集
団
に
出

会
い
、
人
か
ら
見
え
な
い
透
明
人
間
に

変
え
ら
れ
て
し
ま
う
話
⑥
１
４
６
７
年

応
仁
の
乱
の
激
戦
地
⑦
中
世
末
期
以
降

刑
場
さ
ら
し
首
の
場
所
と
な
る
等
々
。

ま
た
こ
れ
ら
の
歴
史
を
踏
ま
え
て
近
世

に
は
嫁
入
り
前
の
女
性
や
縁
談
に
関
わ

る
者
は
こ
の
橋
を
渡
ら
な
い
等
々
の
験

を
担
ぐ
話
が
生
ま
れ
ま
し
た
。（
参
６
）

　

平
安
時
代
の
末
頃
に
は
御
所
西
一
条

の
北
に
一
条
西
殿
、
一
条
東
殿
、
今
出

川
殿
（
注
２
、
地
図
６
、
７
、
８
）
が

立
ち
並
び
ま
す
。
こ
れ
ら
は
鎌
倉
時
代

に
は
西
園
寺
公
経
が
所
有
す
る
邸
宅
と

な
り
ま
す
。
西
園
寺
公
経
は
源
頼
朝
の

姪
を
妻
と
し
、
鎌
倉
幕
府
派
貴
族
の

筆
頭
と
み
ら
れ
た
た
め
、
承
久
の
乱

（
１
２
２
１
年
）
で
は
、
後
鳥
羽
上
皇

側
に
逮
捕
・
拘
禁
さ
れ
ま
し
た
。
乱
が

鎌
倉
幕
府
の
勝
利
に
終
わ
る
と
、
公
経

は
内
大
臣
を
経
て
１
２
２
２
年
に
太
政

大
臣
と
な
り
、
摂
関
を
し
の
ぐ
権
勢
を

誇
り
ま
す
。

　

西
園
寺
家
は
こ
の
後
鎌
倉
時
代
を
通

じ
て
権
力
を
握
り
、
西
園
寺
家
縁
戚
の

邸
宅
が
立
ち
並
ぶ
御
所
西
一
条
は
上
京

の
中
心
地
と
な
り
、
街
並
み
も
急
速
に

北
へ
発
展
し
て
い
き
ま
す
。

　

室
町
時
代
に
な
り
西
園
寺
家
は
権
力

を
失
い
、
西
園
寺
家
の
所
領
の
多
く
を

手
に
入
れ
た
室
町
幕
府
三
代
将
軍
足
利

義
満
が
今
出
川
室
町
北
に
「
花
の
御
所
」

を
構
え
た
こ
と
か
ら
、
上
京
の
中
心
地

１
２
０
０
年
の
歴
史
さ
ん
ぽ

　
　
　

～ 

一
条
烏
丸
か
ら
一
条
堀
川 

～

豊
田
　
博
一

上
京
探
訪
シ
ナ
リ
オ
研
究
会

注
１　
『
源
平
盛
衰
記
・
巻
10
・
中
宮
御
産
の
事
』
橋

占
を
し
て
も
ら
う
と
、
14
、
15
歳
ば
か
り
の
童

子
が
12
人
、
西
か
ら
手
を
叩
き
な
が
ら
出
て
き

て
、「
榻し

じ

（
牛
車
へ
乗
降
す
る
際
に
使
う
踏
台
）

は
何
榻
、
国
王
榻
、
八
重
の
塩
路
の
波
の
寄
榻
」

と
、
四
、五
返へ

ん

歌
い
な
が
ら
、
橋
を
渡
り
飛
ぶ

よ
う
に
去
る
。
二
位
尼
は
帰
っ
て
弟
の
平
時
忠

に
こ
の
こ
と
を
語
る
と
「
国
王
榻
」
だ
か
ら
皇

子
が
生
ま
れ
る
に
違
い
な
い
大
変
め
で
た
い
こ

と
だ
と
答
え
ま
し
た
が
、
生
ま
れ
た
子
（
安
徳

天
皇
）
が
八
歳
に
て
長
門
国
壇
ノ
浦
に
沈
む
と

い
う
下
の
句
「
八
重
の
塩
路
の
波
の
寄
榻
」
の

意
味
を
よ
み
と
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

注
２　

一
条
西
殿
、
東
殿
は
、
頼
朝
の
同
母
姉
妹
を
妻

と
し
た
一
条
能
保
の
屋
敷
。
西
園
寺
公
経
は
能

保
の
娘
を
夫
人
と
し
、
能
保
の
一
条
邸
に
迎
え

ら
れ
た
。
九
条
良
経
と
一
条
能
保
娘
の
間
に
生

ま
れ
た
九
条
道
家
は
16
歳
で
西
園
寺
公
経
の
娘

と
結
婚
し
て
こ
こ
を
伝
授
。
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は
室
町
上
立
売
か
ら
室
町
今
出
川
の
間

の
地
域
へ
と
少
し
北
へ
移
行
し
ま
す
。

し
か
し
、
御
所
西
一
条
に
は
多
く
の
寺

院
や
貴
族
の
屋
敷
が
立
ち
並
び
（
地
図

１
～
12
）
賑
わ
い
ま
し
た
。

　

応
仁
の
乱
（
１
４
６
７
年
～
１
４
７

７
年
）
に
よ
り
、
上
京
は
荒
れ
果
て
ま

し
た
。
乱
以
降
、
構
で
囲
ま
れ
た
狭
い

範
囲
で
人
々
が
生
活
す
る
時
代
が
織
田

信
長
の
入
京
（
１
５
６
８
年
）
ま
で
続

き
ま
す
が
、
御
所
西
一
条
は
上
京
総
構

の
す
ぐ
北
に
位
置
し
、
上
京
の
入
口
と

し
て
活
力
を
取
り
戻
し
ま
す
。
織
田
信

長
の
上
京
焼
き
討
ち
（
１
５
７
３
年
）

に
よ
り
一
時
期
打
撃
を
受
け
た
も
の

の
、
そ
れ
以
降
江
戸
時
代
初
期
に
か
け

て
、
京
都
は
大
き
く
発
展
し
ま
す
。
豊

臣
秀
吉
に
よ
り
寺
院
が
寺
町
通
沿
い
に

強
制
移
転
し
た
こ
と
や
公
家
屋
敷
が
現

在
の
京
都
御
苑
の
地
に
集
中
さ
せ
ら
れ

た
こ
と
か
ら
御
所
西
一
条
で
は
多
く
の

空
き
地
が
生
ま
れ
、
そ
れ
ら
の
土
地
は

禁き
ん

裏り

（
宮
中
）
や
公
家
御
用
達
の
商
人

や
、
医
師
、
文
化
人
が
多
く
住
ま
う
エ

リ
ア
に
変
貌
し
て
い
き
ま
す
。

　

こ
の
時
期
の
御
所
西
一
条
を
象
徴
す

る
場
所
が
一
条
室
町
で
す
。
一
条
室
町

は
室
町
時
代
末
か
ら
江
戸
時
代
初
期
に

か
け
て
一
条
札
の
辻
と
呼
ば
れ
、
京
都

の
代
表
的
な
人
の
集
ま
る
高
札
場
（
注

３
）
で
し
た
。

　

１
６
０
０
年
代
末
頃
ま
で
の
京
大
絵

図
で
は
、
京
都
や
近
郊
の
名
所
ま
で
の

距
離
を
一
条
札
ノ
辻
を
起
点
と
し
て
記

載
さ
れ
て
い
ま
し
た
（
江
戸
時
代
中
期

以
降
、起
点
は
三
条
大
橋
西
詰
に
遷
る
）。

　

こ
の
様
に
、
御
所
西
一
条
の
地
域
は

各
時
代
に
お
い
て
著
名
な
人
々
が
住
ま

い
、
往
来
し
た
場
所
で
す
。
次
頁
の
地

図
を
参
考
に
、
多
様
な
風
景
を
想
像
し

な
が
ら
、
ぶ
ら
り
と
お
散
歩
さ
れ
て
み

ま
せ
ん
か
。

注
３　

高
札
場
と
は
、
幕
府
や
領
主
が
決
め
た
法
度
や

掟
書
な
ど
を
木
の
板
札
に
書
き
、
人
目
の
ひ
く

よ
う
に
高
く
掲
げ
て
お
く
場
所
の
こ
と
。

以
下
の
参
照
は
、
上
京
区
役
所
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
閲
覧
・

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
上
京
区
役
所

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
に
あ
る
「
サ
イ
ト
内

検
索
」
で
そ
れ
ぞ
れ
「
上
京
乃
史
蹟
」「
史
蹟
と
文
化
」

を
入
力
、
検
索
の
上
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

参
１　

上
京
史
蹟
と
文
化
第
23
号　

上
京
の
大
路
小
路

一
条
通　

出
雲
路
敬
直
氏

上
京
史
蹟
と
文
化
第
51
号　

上
京
の
歳
時
記　

一
条
通
そ
の
時
空
を
超
え
た
往
来　

小
嶋
一
郎
氏

参
２　

上
京
史
蹟
と
文
化
第
１
号　

上
京
の
史
蹟 

四 

上

京
の
歴
史
的
推
移　

一
条
戻
橋　

中
島
泰
之
助
氏

参
３　

上
京
史
蹟
だ
よ
り
第
１
号　

上
京
の
昔
話　

一
条

戻
橋　

中
島
泰
之
助
氏

参
４　

上
京
乃
史
蹟
第
17
号  

上
京
の
古
地
図　

消
え

た
小
川
と
水
車　

大
塚 

隆
氏

上
京
乃
史
蹟
第
18
号　

上
京
昔
ば
な
し　

渡
辺

綱
の
石
燈
篭　

中
島
泰
之
助
氏

参
５　

上
京
史
蹟
と
文
化
第
23
号　

上
京
の
大
路
小
路

一
条
通　

出
雲
路
敬
直
氏

上
京
史
蹟
と
文
化
第
51
号　

新
上
京
の
昔
ば
な
し

大
峰
殿
と
草
紙
洗
い
の
井
戸　

福
井
和
雄
氏

参
６　

上
京
史
蹟
と
文
化
第
23
号　

上
京
の
大
路
小
路

一
条
通　

出
雲
路
敬
直
氏

上
京
史
蹟
と
文
化
第
51
号　

上
京
の
歳
時
記　

一
条
通
そ
の
時
空
を
超
え
た
往
来　

小
嶋
一
郎
氏

参
７　

上
京
乃
史
蹟
第
16
号　

上
京
の
昔
ば
な
し　

草
紙

洗
の
遺
跡　

中
島
泰
之
助
氏

参
８　

上
京
史
蹟
と
文
化
第
23
号　

上
京
の
大
路
小
路

一
条
通　

出
雲
路
敬
直
氏

参
９　

上
京
史
蹟
と
文
化
第
51
号　

新
上
京
の
昔
ば
な
し

大
峰
殿
と
草
紙
洗
い
の
井
戸　

福
井
和
雄
氏

参
10　

上
京
史
蹟
と
文
化
第
57
号
「
美
を
創
る　

樂
焼

陶
芸
家　

十
五
代
吉
左
衛
門　

樂
直
入
」
福
井

和
雄
氏

参
11　

上
京
史
蹟
と
文
化
第
53
号
「
美
を
創
る　

武
者

小
路
千
家
第
十
四
世
家
元　

千
宗
守
」
福
井
和

雄
氏

参
12　

上
京
史
蹟
と
文
化
第
６
号
「
美
を
創
る　

千
家

十
職
（
塗
師
）
十
二
代　

中
村
宗
哲
」
中
島
孝

廸
氏

参
13　

上
京
史
蹟
と
文
化
第
７
号
「
美
を
創
る　

御
菓

子
司　

虎
屋　

十
七
代
当
主　

黒
川
光
博
」
中

島
孝
廸
氏

参
14　

上
京
乃
史
蹟
第
15
号　

上
京
名
家
譜　

富
岡
鉄

斎
旧
宅　

中
島
泰
之
助
氏

上
京
乃
史
蹟
第
23
号  

上
京
の
古
地
図　

室
町

一
条
の
鉄
斎
宅　

大
塚 

隆
氏

上
京
乃
史
蹟
第
24
号　

上
京
の
遺
跡　

富
岡
鉄

斎
邸
跡
標
柱
の
建
立　

中
島
泰
之
助
氏

家族葬は公益社へ
⼩さいお葬式にも丁寧に対応します

ご葬儀お申込み  無料相談  24時間受付

詳しくはホームページで

ブライトホール

詳しくはホームページで

ブライトホール
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平安時代～鎌倉時代
１ 小野小町双紙洗（参７）	 ２ 藤原道綱の母（「蜻蛉日記」の作者）屋敷
３ 行願寺（一条革堂）（参８）
４ 左近の馬場（左近衛府に属した馬場、毎年５月に競

くらべうま

馬の行事）
５ 大峰寺（参９）	 ６ 一条西殿	 ７ 一条東殿	 ８ 今出川殿

室町時代
１ 行願寺（一条革堂）	 ２ 百万遍知恩寺	 ３ 本満寺	 ４ 真如堂
５ 細川正之屋敷	 ６ 讃州寺	 ７ 一条殿	 ８ 日野殿
９ 福長稲荷（現在もこの地に有る）	 10 仏陀寺	 11 金山天王寺
12 広橋殿

安土桃山時代以降
１ 加藤清正屋敷	 ２ 筑前黒田家屋敷	 ３ 楽家（参 10）	 ４ 武者小路千家（参 11）	
５ 中村宗哲宅（参 12）	 ６ 松の丸殿屋敷（注４）	７ 虎屋（参 13）	 ８ 富岡鉄斎宅（参 14）

注４　大坂城落城後、豊臣秀吉側室松の丸殿（京極竜子）がこの地に住まう。松の丸殿は秀頼の息子・国松の遺体を引き取り、誓願寺
に埋葬した。墓所は誓願寺にあったが、明治に国松の墓と共に豊国廟に移転。
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町
名
・
地
名
は
歴
史
の
タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル

　—
 

聚
楽
屋
敷
ゆ
か
り
の
町
名 

編 

❷ —

　

上
席
特
別
客
員
研
究
員

小
嶋
　
一
郎

京
都
産
業
大
学
　
日
本
文
化
研
究
所

　

前
回
に
続
き
、
聚
楽
屋
敷
ゆ
か
り
の

町
名
シ
リ
ー
ズ
第
２
弾
で
す
。

　

前
回
は
、
豊
臣
秀
吉
の
身
内
、
或
い

は
身
内
同
然
の
武
将
達
の
屋
敷
に
関
す

る
町
名
を
取
り
上
げ
ま
し
た
。今
回
は
、

秀
吉
政
権
下
の
優
秀
な
武
将
た
ち
の
出

番
で
す
。

❶
「
飛ひ
だ
ど
の
ち
ょ
う

騨
殿
町
」
黒
門
通
一
条
下
ル

　

蒲が
も
う生
飛ひ
だ
の
か
み

騨
守
氏う
じ

郷さ
と

の
聚
楽
屋
敷
が

あ
っ
た
と
い
う
こ
と
か
ら
、
名
付
け
ら

れ
た
町
名
で
す
。
蒲
生
家
は
、
藤
原
秀ひ
で

郷さ
と

（
俵た
わ
ら
の
と
う
た

藤
太
）
を
祖
と
す
る
と
も
い
わ

れ
、
近
江
国
の
名
門
一
族
で
す
。
氏う
じ

郷さ
と

は
、六
角
義よ
し

賢か
た（
承じ
ょ
う
て
い禎）の
家
臣
で
あ
っ

た
蒲
生
賢か
た

秀ひ
で

の
子
と
し
て
誕
生
。
幼
名

を
「
鶴つ
る

千ち

代よ

」
と
い
う
の
は
、
蒲
生
家

の
家
紋「
対む
か

い
鶴づ
る

」か
ら
の
命
名
で
し
ょ

う
か
。
そ
し
て
、
元
服
後
に
「
氏
郷
」

を
名
乗
り
ま
す
が
、
お
そ
ら
く
は
先
祖

で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
藤
原
秀ひ
で

郷さ
と

に
あ

や
か
っ
て
の
こ
と
で
し
ょ
う
。
氏
郷
は

幼
い
頃
か
ら
才
覚
が
溢
れ
、
信
長
や
秀

吉
は
、
そ
の
若
き
才
能
を
高
く
評
価
し

ま
し
た
。
ま
だ
二
十
代
で
あ
る
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
陸み
ち
の
く奥
の
要か
な
めと
し
て
、
会
津

九
十
万
石
を
任
せ
ら
れ
た
程
で
す
。
今

で
も
会
津
若
松
城
を
「
鶴
ヶ
城
」
と
呼

ぶ
の
は
、
氏
郷
が
家
紋
の
「
対
い
鶴
」

に
因
ん
で
命
名
し
た
た
め
と
伝
わ
り
ま

す
。
ま
た
茶
の
湯
や
和
歌
、
能
な
ど
文

化
芸
能
に
も
、
抜
き
ん
で
た
才
能
を
開

花
さ
せ
る
文
武
両
道
の
若
き
天
才
武
将

で
し
た
。残
念
な
こ
と
に
文
禄
４
年（
１

５
９
５
）
病
の
た
め
、
40
歳
と
い
う
若

さ
で
生
涯
を
閉
じ
ま
し
た
。

❷
「
弾
だ
ん
じ
ょ
う
ち
ょ
う

正
町
」
黒
門
通
一
条
上
ル　

と

　

「
長な
が
お
ち
ょ
う

尾
町
」
堀
川
通
椹
木
町
下
ル

　
「
弾
正
町
」
は
、
上
杉
謙
信
の
甥
で

あ
り
、
養
子
で
も
あ
っ
た
上
杉
景か
げ

勝か
つ

の

聚
楽
屋
敷
が
あ
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い

ま
す
。「
弾だ
ん
じ
ょ
う正
」
と
い
う
の
は
官
職
名

で
、
律
令
制
の
朝
廷
に
お
い
て
、
治
安

や
風
紀
を
取
り
締
ま
る
監
察
・
警
察
機

関
を
「
弾
正
台
」
と
い
い
ま
し
た
。
そ

の
た
め
、「
弾
正
」
は
、
武
家
に
と
っ

て
誉
れ
高
き
職
と
い
っ
て
も
よ
い
で

し
ょ
う
。
四し

等と
う

官か
ん

制
を
と
っ
て
お
り
、

そ
の
内
訳
は
、
長
官
を
「
弾
だ
ん
じ
ょ
う
の
い
ん

正
尹
」、

次
官
を
「
弾だ
ん
じ
ょ
う
の
ひ
つ

正
弼
」、
三
等
官
を

「
弾
だ
ん
じ
ょ
う
の
ち
ゅ
う

正
忠
」、
四
等
官
を
「
弾だ
ん
じ
ょ
う
の
そ

正
疏
」
と

し
て
い
ま
し
た
。
上
杉
景
勝
は
謙
信

か
ら
「
弾
だ
ん
じ
ょ
う
の
し
ょ
う
ひ
つ

正
小
弼
」
を
譲
ら
れ
、
子

の
定さ
だ

勝か
つ

は
「
弾
だ
ん
じ
ょ
う
の
だ
い
ひ
つ

正
大
弼
」
に
叙
任
さ

れ
た
た
め
、
以
降
、
米
沢
上
杉
家
を

「
弾だ
ん
じ
ょ
う
の
だ
い
ひ
つ
け

正
大
弼
家
」
と
呼
ぶ
こ
と
も
あ
り

ま
す
。

蒲生家の家紋「対い鶴」

　

ま
た
、「
弾
正
町
」
か
ら
東
南
へ
７

０
０
ｍ
程
歩
い
た
所
の
「
長な
が
お
ち
ょ
う

尾
町
」
を

上
杉
景
勝
の
聚
楽
屋
敷
で
は
な
い
か
と

見
る
向
き
も
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
、
上

杉
の
元
の
家
名
は
「
長
尾
家
」
で
あ
っ

た
た
め
で
す
。
実
は
、
古
い
資
料
な
ど

か
ら
「
飛
騨
殿
（
蒲
生
氏
郷
）」
の
屋

敷
の
北
に
は
「
浅
野
殿
」
の
屋
敷
が

推
定
さ
れ
、
そ
れ
が
現
在
の
「
弾
正

町
」
辺
り
と
な
っ
て
い
る
の
で
す
。
浅

野
長
政
（
秀
吉
の
義
弟
）
も
、
天
正
16

年
（
１
５
８
８
）
に
従
五
位
下
・
弾
正

小
弼
に
叙
任
さ
れ
て
い
た
の
で
す
。「
長

尾
町
（
上
杉
景
勝
邸
）」
の
近
所
に
は

「
直な
お
い
え
ち
ょ
う

家
町
（
直な
お

江え

兼か
ね

続つ
ぐ

邸
址
と
も
み
ら

れ
る
）」
も
あ
り
、
ご
く
自
然
の
位
置

関
係
と
い
え
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

或
い
は
、「
弾
正
町
」
か
ら
「
長
尾

町
」
へ
秀
吉
の
命
に
よ
り
、
上
杉
屋
敷

が
引
っ
越
し
た
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

そ
れ
は
、
義
弟
で
あ
る
浅
野
長
政
の
屋

敷
を
現
在
の
弾
正
町
に
置
く
こ
と
と

し
、
そ
の
た
め
上
杉
景
勝
が
引
越
し
を

余
儀
な
く
さ
れ
た
、
と
い
う
ケ
ー
ス
で

す
。
身
内
で
よ
り
近
く
を
固
め
た
い
と

い
う
秀
吉
の
方
針
が
あ
っ
た
の
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
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❸
「
常ひ
た
ち
ち
ょ
う

陸
町
」
黒
門
通
中
立
売
下
ル 

と

　
「
長な
が
と
ち
ょ
う

門
町
」
下
立
売
通
七
本
松
東
入
ル

　
「
常
陸
町
」
は
木
村
常ひ
た
ち
の
す
け

陸
介
重し
げ

茲こ
れ

、

「
長
門
町
」
は
そ
の
息
子
の
木
村

長な
が
と
の門
守か
み

重し
げ

成な
り

の
聚
楽
屋
敷
に
因
ん
だ

町
名
で
あ
れ
ば
ス
ッ
キ
リ
す
る
の
で

す
が
、
そ
う
す
ん
な
り
と
は
い
か
な

い
よ
う
で
す
。
重
茲
は
、
豊
臣
秀

次
（
秀
吉
の
甥
）
の
重
臣
で
、
関
白

と
し
て
聚
楽
第
で
政
務
に
就
い
て
い

た
頃
の
秀
次
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
た
め

に
聚
楽
第
近
く
に
屋
敷
を
構
え
た
と

考
え
る
こ
と
は
ご
く
自
然
な
こ
と
で

す
。し
か
し
な
が
ら
、聚
楽
第
が
あ
っ

た
頃
、
重
成
は
ま
だ
幼
少
の
身
で
あ

り
邸
宅
を
持
っ
て
い
た
と
は
考
え
に

く
い
状
況
で
す
。

　

長
門
町
内
の
弘ぐ

誓ぜ
い

寺じ

に
は
、
現
在

「
木
村
長
門
守
重
成 

旧
館
（
移
築
）
の

地
」
と
記
さ
れ
た
石
碑
が
あ
り
ま
す
。

重
成
は
、
大
坂
の
陣
の
後
、
他
所
へ
と

落
ち
延
び
る
際
、
都
に
立
ち
寄
り
、
左

京
の
吉
田
に
あ
っ
た
自
身
の
屋
敷
を
弘

誓
寺
に
寄
付
す
る
よ
う
に
差
配
し
た
と

伝
わ
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
大
坂
冬
の

陣
で
見
事
初
陣
を
飾
り
、
夏
の
陣
で
は

決
戦
を
前
に
新
妻
に
香
を
兜
に
焚
き
染

め
る
よ
う
に
指
図
。
妻
が
理
由
を
聞
く

と
「
首
と
な
っ
て
敵
将
の
前
に
出
さ
れ

た
際
、
失
礼
の
無
い
よ
う
に
。」
と
答
え

た
と
い
う
逸
話
が
残
っ
て
い
ま
す
。並
々

な
ら
ぬ
決
意
を
以
て
赴
い
た
戦
の
さ
な

か
に
も
、
風
流
な
心
掛
け
を
持
つ
若
武

者
だ
っ
た
の
で
す
。
そ
ん
な
雅
な
感
性

も
ま
た
、
都
で
過
ご
し
て
い
る
時
に
身

に
付
け
た
も
の
な
の
で
し
ょ
う
ね
。

❹
「
有あ
り
ま
ち
ょ
う

馬
町
」
浄
福
寺
通
今
出
川
上
ル

　

赤
松
氏
の
流
れ
を
汲
む
、
摂
津
有
馬

の
武
将
、
有あ
り

馬ま

玄げ
ん
ば
の
か
み

蕃
頭
豊と
よ

氏う
じ

の
聚
楽
屋

敷
跡
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

建
武
の
新
政
の
頃
に
活
躍
し
た
播
磨

の
武
将
、赤
松
則の
り

村む
ら

（
円
心
）
の
曽
孫
、

義よ
し

祐す
け

が
摂
津
国
有
馬
郡
の
地
頭
に
任
じ

ら
れ
て
か
ら
、「
有
馬
氏
」
を
名
乗
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
現
在
の
有
馬
温

泉
周
辺
で
す
ね
。
義
祐
の
子
、
持も
ち

家い
え

或

い
は
孫
の
元も
と

家い
え

は
、
足
利
義
政
時
代
の

室
町
幕
府
に
も
仕
え
て
い
た
よ
う
で
そ

の
頃
か
ら
上
京
と
は
縁
が
有
っ
た
と
い

う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

さ
て
、
有
馬
豊
氏
の
父
、
則の
り

頼よ
り

は
豊

臣
時
代
、
御お
と
ぎ
し
ゅ
う

伽
衆
と
し
て
秀
吉
の
傍
近

く
に
仕
え
、
豊
氏
自
身
は
豊
臣
秀
次
の

家
老
、
渡わ
た
ら
せ瀬
繁し
げ

詮あ
き

に
仕
え
ま
し
た
が
、

秀
次
事
件
（
１
５
９
５
）
に
連
座
し
て

繁
詮
が
改
易
さ
れ
る
と
、
遠と
お
と
う
み江の
領
地

を
引
き
継
ぎ
ま
し
た
。
豊
臣
政
権
を
支

え
た
則
頼
・
豊
氏
親
子
で
す
が
、
関
ヶ

原
の
戦
い
で
は
徳
川
方
に
味
方
し
、
父

の
則
頼
は
先
祖
伝
来
の
摂
津
国
有
馬
郡

三
田
藩
を
、
子
の
豊
氏
は
丹
波
国
福
知

山
藩
に
封
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
後
、

父
の
逝
去
や
大
坂
の
陣
で
の
戦
功
の
加

木村長門守が建てさせたとされる弘誓寺境内の鎮守堂（長門町）

https://seishodo.com/
お気軽にお問い合わせください
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増
転
封
に
よ
り
豊
氏
は
筑
後
国
久
留
米

藩
を
任
さ
れ
ま
す
。
そ
れ
以
降
、
こ
の

一
族
を
「
久
留
米
有
馬
家
」
と
呼
ぶ
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

❺
「
中
ち
ゅ
う
し
ょ
ち
ょ
う

書
町
」
椹
木
町
通
松
屋
町
西
入
ル

　
「
中ち
ゅ
う
し
ょ書」
と
い
え
ば
、「
中ち
ゅ
う
し
ょ
じ
ま

書
島
（
伏

見
区
）」
を
思
い
浮
か
べ
る
人
が
多
い

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
実
は
、
中

書
町
（
上
京
区
）
と
中
書
島
（
伏
見
区
）

は
同
じ
由
来
な
の
で
す
。

　

秀
吉
子
飼
い
の
武
将
達
で
特
に「
賤し
ず

ヶが

岳た
け

の
合
戦
」
で
武
功
を
あ
げ
た
７
人
を

「
賤し
ず

ヶが

岳た
け

七し
ち

本ほ
ん

槍や
り

」
と
呼
び
ま
し
た
。

そ
の
７
人
は
、
加
藤
清
正
、
福
島
正
則
、

加
藤
嘉
明
、
平
野
長な
が

泰や
す

、
粕か
す

屋や

武た
け

則の
り

、

片
桐
且
元
そ
し
て
脇わ
き

坂ざ
か

安や
す

治は
る

で
す
。
脇

坂
安
治
の
官
職
が
「
中
な
か
つ
か
さ
し
ょ
う
ゆ
う

務
少
輔
」
で
、

そ
の
唐と
う

名め
い

が
「
中ち
ゅ
う
し
ょ書」
で
し
た
。
上
京

区
の
「
中
書
町
」
は
安
治
の
聚
楽
屋
敷

が
あ
っ
た
こ
と
に
因
み
、伏
見
区
の「
中

書
島
」
は
彼
の
伏
見
屋
敷
（
伏
見
城
に

勤
め
る
た
め
の
自
邸
）
に
因
ん
で
い
た

の
で
す
。

　

ま
た
、「
中
書
町
」
の
ご
近
所
に

「
中
な
か
つ
か
さ
ち
ょ
う

務
町
」
が
あ
り
、
こ
ち
ら
は
平
安

宮
「
中
な
か
つ
か
さ
し
ょ
う

務
省
」
に
因
ん
だ
町
名
で
す
。

安
治
が
「
中
務
省
」
が
あ
っ
た
場
所
を

事
前
に
知
っ
て
い
た
上
で
屋
敷
の
敷
地

を
願
い
出
た
と
す
る
と
、
都
で
の
情
報

網
を
持
っ
て
お
り
、
か
な

り
の
都み
や
こ
つ
う通で
あ
っ
た
人
物

と
い
え
る
で
し
ょ
う
。
近

江
国
浅
井
郡
脇
坂
庄
（
小

谷
山
の
麓ふ
も
と
）
で
生
ま
れ
、

浅
井
家
か
ら
明
智
家
・
羽

柴
家
・
豊
臣
家
・
徳
川
家

と
仕
え
、
関
ヶ
原
の
合
戦

の
７
年
後
に
は
伊い

予よ

大お
お

洲ず

藩
の
大
名
と
な
り
ま
す
。

豊
臣
家
に
仕
え
た
頃
、
淡

路
洲
本
や
龍
野
な
ど
現
在

の
兵
庫
県
に
も
領
地
を
持
っ
て
い
た
の

で
、
瀬
戸
内
で
は
名
の
聞
こ
え
た
武
将

で
し
た
。
晩
年
は
次
男
に
家
督
を
譲
っ

た
後
、
都
に
戻
り
、
寛
永
３
年
（
１
６

２
６
）
に
他
界
し
ま
し
た
。
ち
な
み
に

安
治
が
生
前
に
、
父
、
安
明
の
た
め
に

建
て
た
の
が
妙
心
寺
塔た
っ
ち
ゅ
う頭
「
隣り
ん

華か

院い
ん

」

で
す
。

「脇坂安治画像　寛永４年」（個人蔵）
（写真提供：龍野文化資料館）

前回・今回紙面登場の町名 エリア

有馬町

福島町

高台院町

高台院堅町

弾正町

主計町

如水町・小寺町

飛騨殿町

吉野町

長尾町・直家町中書町長門町

東弁天町

西弁天町

画像協力：上京区役所※VOL.62の町名・地名も併せて記載しています。
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新
上
京
の
昔
ば
な
し

　

私
が
小
学
６
年
生
の
時
だ
か
ら
、
も

う
60
年
以
上
も
昔
の
こ
と
。
臨
海
学

校
で
親
し
く
な
っ
た
友
人
を
訪
ね
て
、

中
立
売
大
宮
で
市
電
を
降
り
て
（
当
時

は
京
都
駅
か
ら
北
野
天
満
宮
ま
で
、
市

電
10
番
の
チ
ン
チ
ン
電
車
が
走
っ
て
い

た
。
他
の
番
号
の
市
電
よ
り
は
る
か
に

小
さ
い
、
マ
ッ
チ
箱
の
よ
う
な
大
き
さ

だ
っ
た
こ
と
は
、
今
で
も
は
っ
き
り
覚

え
て
い
る
）
大
宮
通
を
北
へ
進
む
と
、

右
手
に
児
童
公
園
が
あ
り
、
そ
の
入
口

に
「
名な

和わ

長な
が

年と
し

公
遺
蹟
」
と
彫
ら
れ
た

大
き
な
石
碑
と
鳥
居
が
建
っ
て
い
た
。

　

友
人
に
尋
ね
て
も
児
童
公
園
だ
と
言

う
だ
け
で
、
石
碑
や
鳥
居
の
由
来
ま
で

小
学
生
が
知
ら
な
い
の
は
当
然
だ
ろ

う
。
傍
ら
で
聞
い
て
い
た
お
母
さ
ん
も

「
私
が
こ
の
家
に
嫁
い
だ
時
に
は
、
も

う
在
っ
た
わ
よ
。
で
も
詳
し
い
こ
と
は

知
ら
な
い
」
と
の
こ
と
だ
っ
た
。

名
和
長
年
っ
て
ど
ん
な
人

　

私
は
当
時
か
ら
歴
史
が
好
き
で
、
室

町
幕
府
を
創
っ
た
足
利
尊
氏
や
足
利
義

満
の
名
前
は
既
に
知
っ
て
い
た
が
、
名

和
長
年
（
長
高
）
と
い
う
名
は
全
く
知

ら
な
か
っ
た
。
同
時
代
に
活
躍
し
た
楠

木
正
成
や
新
田
義
貞
な
ど
に
比
べ
て
も

知
名
度
は
遥
か
に
低
い
。

　

で
は
名
和
長
年
っ
て
ど
ん
な
人
だ
っ

た
の
か
。
長な
が

年ね
ん

の
疑
問
を
、
様
々
な
資

料
で
調
べ
て
み
る
と
、
凡お
お
よそ
の
事
柄
が

分
か
っ
て
来
た
。
た
だ
し
こ
れ
は
あ
く

ま
で
素
人
の
一
個
人
の
こ
と
だ
か
ら
、

日
本
史
を
専
門
に
し
て
い
る
人
な
ど
か

ら
す
れ
ば
、
周
知
の
こ
と
だ
ろ
う
け
れ

ど
も
、同
時
代
の
歴
史
書
『
梅ば
い
し
ょ
う
ろ
ん

松
論
（
注

１
）』、『
太た
い

平へ
い

記き

（
注
２
）』
を
参
考
に
、

60
年
間
の
頭
の
片
隅
に
残
っ
て
い
た
こ

と
を
紹
介
し
て
み
た
い
。

　

そ
う
思
っ
て
準
備
に
入
っ
た
頃
、
２

０
２
１
年
５
月
か
ら
『
京
都
新
聞
』
朝

刊
《
古
典
に
親
し
む
》
面
で
、
花
園
大

学
文
学
部
日
本
史
学
科
専
任
講
師
生
駒

孝
臣
先
生
の
連
載
『
太
平
記
を
読
む

つ
わ
も
の
た
ち
の
実
像
』
が
ス
タ
ー
ト

し
た
。
毎
週
の
連
載
を
読
む
こ
と
で
、

名
和
長
年
と
い
う
人
物
が
少
し
は
分

か
っ
て
き
た
。

　　

名
和
長
年
は
伯ほ

う
き
の耆
国く
に

名
和
（
現
在
の

鳥
取
県
西
伯
郡
大
山
町
名
和
）
で
海
運

名
和
長
年
っ
て
ど
ん
な
人

業
を
営
ん
で
い
た
名
和
氏
の
当
主
。
長

年
が
当
主
を
務
め
て
い
た
時
期
は
、
海

運
や
商
業
活
動
を
行
っ
て
蓄
財
を
し
て

お
り
、
比
較
的
裕
福
な
地
方
豪
族
と
し

て
活
躍
し
て
い
た
よ
う
で
、
悪
党
と
呼

ば
れ
る
武
士
で
あ
っ
た
と
す
る
説
も
あ

る
。
し
か
し
、『
太
平
記
』
で
は
長
年

の
こ
と
を
「
家
富
み
一
族
広
う
し
て
、

心
が
さ
あ
る
者
（
裕
福
で
一
族
は
繁
栄

し
て
お
り
、
長
年
本
人
は
度
量
が
広
い

人
物
）」
と
し
て
紹
介
し
て
い
る
。

　

父
の
名
は
名
和
行
高
と
い
わ
れ
る
が
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詳
細
は
不
明
で
、
長
年
の
生
年
も
分
か
っ

て
い
な
い
。
長
年
の
長
男
、
義
高
が
１
３

０
２
年
生
ま
れ
で
あ
る
こ
と
か
ら
、１
２

８
０
年
頃
の
生
ま
れ
と
推
測
さ
れ
る
。
長

年
の
元
服
の
経
緯
な
ど
も
不
明
で
、
当

初
は
、「
名
和
長
高
」
と
名
乗
っ
て
い
た

こ
と
以
外
、長
年
の
前
半
生
の
詳
し
い
歩

み
は
ほ
と
ん
ど
何
も
分
か
っ
て
い
な
い
。

　

そ
ん
な
長
年
が
歴
史
上
に
表
れ
る
の

は
１
３
３
３
年
の
後
醍
醐
天
皇
隠
岐
島

脱
出
か
ら
の
こ
と
だ
っ
た
。

隠
岐
島
に
流
さ
れ
た
天
皇

　

後
醍
醐
天
皇
は
１
３
１
８
年
３
月
、

第
95
代
花
園
天
皇
の
譲
位
を
受
け
て
31

歳
で
即
位
し
た
。
１
３
２
４
年
10
月

に
、
後
醍
醐
天
皇
と
そ
の
腹
心
の
日
野

資す
け

朝と
も

・
日
野
俊
基
が
鎌
倉
幕
府
に
対
し

て
討
幕
を
図
っ
た
正
し
ょ
う
ち
ゅ
う
中
の
変
が
起
こ
っ

た
。
４
カ
月
に
及
ぶ
鎌
倉
幕
府
方
の
調

査
で
、
後
醍
醐
天
皇
と
俊
基
は
冤え
ん

罪ざ
い

と

さ
れ
、
公
式
に
無
罪
判
決
を
受
け
た
。

　

こ
の
後
、
１
３
３
１
年
に
は
、
側

近
吉
田
定
房
の
密
告
に
よ
っ
て
倒
幕
計

画
が
発
覚
し
、
自
ら
の
身
辺
に
ま
で
危

険
が
迫
っ
た
た
め
急
遽
京
都
脱
出
を
決

断
、三
種
の
神
器
を
持
っ
て
挙
兵
し
た
。

　

し
か
し
、
幕
府
方
に
捕
え
ら
れ
、
隠

岐
島
に
流
さ
れ
た
（
元
弘
の
乱
（
元
弘

の
変
））。

天
皇
と
長
高
の
出
会
い

　

幕
府
の
千ち
は
や
じ
ょ
う

早
城
攻
め
の
失
態
と
、
幕

府
打
倒
の
た
め
に
播
磨
国
の
赤
松
則の
り

村む
ら

、
肥
後
の
菊
池
武
時
な
ど
西
国
の
武

士
が
反
旗
を
翻
し
た
こ
と
や
、
吉
野
山

で
護も
り

良よ
し

親し
ん

王の
う

が
奮
戦
し
て
い
た
の
を
好

機
と
見
て
、
天
皇
の
警
護
を
し
て
い
た

佐
々
木
義
綱
を
味
方
に
取
り
込
み
、
１

３
３
３
年
閏
２
月
24
日
、
千
草
忠
顕
の

引
率
に
よ
り
後
醍
醐
天
皇
は
隠
岐
脱
出

を
強
行
し
た
。
風
に
乗
っ
て
南
下
し
た

後
醍
醐
天
皇
一
行
は
最
初
出
雲
の
杵
築

浦
を
目
指
し
た
が
西
風
に
流
さ
れ
４
日

後
に
伯
耆
国
名
和
湊
に
到
着
し
た
。

　

途
中
で
追
手
の
船
に
追
い
つ
か
れ
た

が
、
後
醍
醐
天
皇
は
干
し
魚
の
下
に
隠

れ
た
後
、
船
頭
が
「
怪
し
い
船
が
出
雲

を
目
指
し
て
進
ん
で
い
た
」
と
追
手
を

欺
き
、
難
を
逃
れ
る
こ
と
が
で
き
た
と

い
う
逸
話
が
残
る
。

　

名
和
湊
に
つ
く
と
忠
顕
が
先
ず
上
陸

し
て
道
行
く
人
に
「
こ
の
辺
り
に
武
勇

で
知
ら
れ
た
者
は
い
な
い
か
」
と
訪
ね

る
と
、「
有
名
な
武
士
で
は
な
い
で
す

が
、
名
和
長
高
と
い
う
財
産
が
あ
り
思

慮
に
富
ん
だ
人
物
が
お
り
ま
す
。
こ
の

人
と
一
緒
に
討
死
し
て
も
よ
い
と
考
え

て
い
る
一
族
は
、
百
人
、
二
百
人
も
い

る
で
し
ょ
う
。
こ
の
人
に
頼
ん
で
ご
ら

ん
な
さ
い
」
と
答
え
た
。

　

そ
こ
で
忠
顕
は
勅
使
と
し
て
名
和
氏

の
館
に
行
き
、「
天
皇
が
湊
に
来
ら
れ
て
、

HOSOO FLAGSHIP STORE

〒604-8173 京都市中京区柿本町 412
TEL 075 - 221 - 8888 10:30 - 18:00（祝日を除く）

www.hosoo.co.jp
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其
方
の
武
勇
を
聞
き
及
ん
で
頼
み
と
さ

れ
て
い
る
。
速
や
か
に
迎
え
に
来
る
用

意
を
し
て
も
ら
い
た
い
」
と
告
げ
た
。

　

こ
の
時
名
和
一
族
は
酒
宴
の
最
中

だ
っ
た
が
、
突
然
の
要
請
に
答
え
る
こ

と
が
出
来
な
か
っ
た
。
長
高
は
悩
ん
だ
。

名
和
湊
周
辺
で
は
絶
大
な
力
を
持
つ
も

の
の
家
柄
が
良
い
わ
け
で
も
な
く
、
高

い
身
分
で
も
な
い
自
分
と
し
て
は
、
後

醍
醐
天
皇
に
協
力
す
れ
ば
一
族
の
立
場

を
高
め
る
き
っ
か
け
と
な
る
も
の
の
、

幕
府
を
敵
に
回
す
こ
と
も
意
味
す
る
か

ら
だ
っ
た
。

　

そ
こ
に
長
高
の
弟
で
あ
る
長
重
が
進

み
出
て
「
昔
か
ら
今
に
至
る
ま
で
人
の

望
む
と
こ
ろ
は
富
と
名
誉
で
す
。
た
と

え
屍
を
戦
場
に
さ
ら
す
こ
と
に
な
っ
て

も
名
を
後
の
世
に
残
す
の
は
名
誉
な
こ

と
で
す
」
と
言
っ
た
。

　

そ
こ
で
長
高
は
「
君
は
い
ず
こ
に
お

わ
し
た
ま
う
の
か
」と
尋
ね
、忠
顕
が「
い

ま
だ
御
船
に
お
わ
す
」
と
返
答
す
る
と
、

長
高
は
、「
し
ば
ら
く
お
待
ち
く
だ
さ
れ
」

と
言
っ
て
内
に
入
り
、
馬
に
鞍
を
置
い

て
引
き
出
し
て
忠
顕
を
乗
せ
、
自
分
は

鎧
を
着
て
、
兄
弟
、
子
供
五
十
人
余
り

を
従
え
て
、
歩か

ち行
で
御
迎
え
に
参
上
し

た
。
名
和
一
族
が
天
皇
を
奉
じ
て
挙
兵

す
る
こ
と
を
決
意
し
た
瞬
間
だ
っ
た
。

船
上
山
に
仮
御
所
を
作
る

せ
ん
じ
ょ
う
さ
ん

　

自
ら
の
家
屋
敷
を
仮
皇
居
に
す
る
の

も
一
つ
の
考
え
で
は
あ
っ
た
が
、
要
害

の
地
（
防
御
・
戦
闘
性
に
富
ん
だ
場
所
）

で
は
な
い
た
め
、
後こ
う

顧こ

に
憂
い
の
な
い

よ
う
に
家
に
火
を
懸
け
て
焼
き
払
い
、

大だ
い

山せ
ん

の
北
に
連
な
る
船
上
山
と
い
う
険け
ん

阻そ

な
山
へ
御
馬
で
お
連
れ
し
て
、
頂
上

に
仮
御
所
を
作
っ
た
。
柴
な
ど
を
折
り

敷
い
て
餉そ
う

飯は
ん

を
御ご

膳ぜ
ん

部ぶ

に
備
え
た
。

　

夜
が
明
け
る
と
後
醍
醐
天
皇
は
討
幕

の
た
め
、
錦
の
御
旗
を
掲
げ
た
。
挙
兵

と
い
っ
て
も
、
そ
の
兵
は
長
高
の
私
兵

と
領
民
が
ほ
と
ん
ど
だ
っ
た
。
翌
日
、

佐
々
木
隠お
き
の
か
み

岐
守
清
高
ら
が
３
０
０
０
騎

を
率
い
て
山
の
麓
に
押
し
寄
せ
た
。
長

高
方
は
１
５
０
騎
程
度
と
い
わ
れ
て
お

り
、
戦
力
差
は
歴
然
だ
っ
た
が
身
命
を

捨
て
て
終
日
戦
っ
た
の
で
、
寄
せ
手
の

軍
勢
は
予
想
外
の
攻
撃
を
受
け
て
動
揺

し
、
多
数
が
傷
を
負
っ
て
引
き
退
い
た
。

幕
府
軍
は
こ
の
壊
滅
で
士
気
が
一
気
に

低
下
し
た
の
だ
っ
た
。

　

ま
た
戦
い
の
際
に
は
、
攻
撃
に
は
弓

の
名
手
で
あ
っ
た
長
高
が
五
人
張
り
の

強
弓
を
引
い
て
一
矢
で
二
人
の
敵
兵
を

射
抜
く
な
ど
の
活
躍
を
見
せ
た
と
も
伝

わ
る
。

　

名
和
長
高
の
奮
戦
を
見
た
後
醍
醐

天
皇
は
、
長
高
の
た
め
に
「
忘
れ
め

や 

寄
る
べ
も
な
み
の
荒
磯
を 

御
船
の

上
に
と
め
し
心
は
」
と
い
う
歌
を
詠
ま

れ
た
（『
新
葉
和
歌
集
』
に
採
録
）。
こ

の
時
ま
で
名
和
長
高
と
名
乗
っ
て
い
た

が
、
後
醍
醐
天
皇
の
「
長
く
て
高
い
の

は
危
険
な
こ
と
で
は
な
い
か
」
と
の
御

言
葉
に
よ
り
、
長
年
の
名
を
贈
ら
れ
た

と
さ
れ
る
。

　

こ
う
し
て
、
船
上
山
で
の
戦
い
は
、

長
年
軍
の
活
躍
に
よ
り
兵
数
に
劣
る
後

醍
醐
天
皇
方
が
勝
利
す
る
結
果
に
終
わ

り
、
そ
の
時
の
戦
い
の
様
子
は
た
ち
ま

ち
全
国
に
知
れ
渡
っ
た
。

　

そ
の
結
果
、
諸
国
の
御
家
人
た
ち
は

幕
府
軍
に
も
は
や
力
が
な
い
と
見
切
り

冷泉家時雨亭文庫
公益財団法人

御靈神社
心しづめの宮

（上御霊神社）
毎月１８日　さえずり市（５月を除く）

上京区上御霊前通烏丸東入

電話０７５‒４４１‒２２６０
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を
つ
け
、
新
た
な
神
輿
と
し
て
後
醍
醐

天
皇
を
担
ぐ
た
め
に
次
々
と
そ
の
下
へ

は
せ
参
じ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
し

て
、
後
醍
醐
天
皇
は
、
こ
の
船
上
山
行あ
ん

宮ぐ
う

に
お
い
て
鎌
倉
幕
府
討
伐
の
綸り
ん

旨じ

を

発
し
、
倒
幕
の
挙
兵
を
行
っ
た
。
船
上

山
に
天
皇
を
迎
え
て
討
幕
活
動
に
参
画

す
る
ま
で
の
く
だ
り
は
『
太
平
記
』『
梅

松
論
』
に
詳
し
い
。

建
武
政
権
の
幹
部
と
な
る

　

西
国
に
お
け
る
討
幕
運
動
の
高
ま
り

に
焦
っ
た
幕
府
は
、
足
利
尊
氏
を
派
遣

し
て
後
醍
醐
天
皇
軍
の
鎮
圧
を
試
み
よ

う
と
し
た
。
し
か
し
、
当
の
足
利
尊
氏

が
、
１
３
３
３
年
４
月
29
日
、
源
氏
の

氏
神
で
あ
る
八
幡
大
菩
薩
を
祀
る
篠
村

八
幡
宮
（
現
在
の
京
都
府
亀
岡
市
篠

町
）
で
反
鎌
倉
幕
府
の
立
場
を
表
明
し

て
後
醍
醐
天
皇
方
に
寝
返
っ
た
。
そ
し

て
尊
氏
は
、
東
進
し
て
き
た
赤
松
則
村

ら
周
囲
の
反
鎌
倉
幕
府
勢
力
を
取
り
込

み
、
同
年
５
月
７
日
、
京
の
鎌
倉
幕
府

勢
力
の
拠
点
で
あ
る
六
波
羅
探
題
を
攻

め
落
と
し
た
。
反
鎌
倉
幕
府
の
流
れ
は

鎌
倉
に
も
及
び
、
同
年
５
月
22
日
、
新

田
義
貞
に
よ
っ
て
鎌
倉
が
陥
落
し
、
北

条
高
時
を
は
じ
め
と
す
る
北
条
氏
一
門

が
東
勝
寺
で
自
刃
し
て

幕
府
は
滅
亡
し
た
。
こ

れ
を
聞
い
た
後
醍
醐
天

皇
は
、
１
３
３
３
年
６

月
５
日
、
長
年
ら
の
護

衛
に
伴
わ
れ
て
京
に
帰

り
着
い
た
。

　

後
醍
醐
天
皇
は
、
幕

府
の
滅
亡
に
よ
り
自
身

の
下
に
戻
っ
て
き
た
政

治
の
実
権
を
駆
使
し
、

天
皇
親
政
を
行
う
た
め
大
改
革
を
は
じ

め
た
。『
建
武
の
新
政
』
と
呼
ば
れ
る

天
皇
親
政
の
復
活
で
、
長
年
は
建
武
政

権
の
幹
部
と
な
っ
た
。

　

こ
の
と
き
、
建
武
政
権
樹
立
の
論
功

行
賞
も
行
わ
れ
た
。
長
年
は
、
旗
揚
げ

直
後
か
ら
の
腹
心
と
な
る
「
三
木
一
草

（
注
３
）」
の
一
人
と
し
て
大
抜
擢
が
な

さ
れ
、
河
内
国
の
豪
族
、
楠
木
正
成
ら

と
と
も
に
天
皇
近
侍
の
武
士
と
な
り
、

記
録
所
や
武
者
所
、
恩
賞
方
や
雑
訴
決

断
所
な
ど
の
役
人
を
務
め
、
帆
掛
け
船

の
家
紋
を
与
え
ら
れ
た
。
ま
た
後
醍
醐

天
皇
が
京
都
の
商
業
・
工
業
を
直
接
掌

握
す
る
た
め
、
左
京
の
市
い
ち
の
つ
か
さ
司
で
あ
る

東い
ち
の
か
み

市
正
に
、
さ
ら
に
伯
耆
国
・
因
幡
国

守
護
に
任
じ
ら
れ
た
。

　

１
３
３
６
年
、
足
利
尊
氏
が
、
護
良

親
王
の
失
脚
と
中な
か

先せ
ん

代だ
い

の
乱
を
契
機
に

建
武
政
権
か
ら
離
脱
し
て
し
ま
っ
た
。

長
年
は
、
楠
木
正
成
・
新
田
義
貞
・
北

畠
顕あ
き

家い
え

ら
と
共
に
後
醍
醐
天
皇
方
の
主

力
と
し
て
戦
い
、
一
旦
は
足
利
尊
氏
を

九
州
に
追
い
払
っ
た
。
勢
力
を
整
え
て

再
度
進
軍
し
て
く
る
尊
氏
は
、
途
中
１

伝名和長年像（部分）
（長谷川等伯画 /東京国立博物館蔵 /重要文化財）
最近の研究では同時代の武士である可能性が高い
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至
っ
た
。名

和
長
年
の
最
期

　

後
醍
醐
天
皇
は
、
西
側
に
千
種
忠
顕

軍
を
、
東
側
に
新
田
義
貞
・
名
和
長
年
・

脇わ
き

屋や

義よ
し

助す
け

軍
を
配
置
し
て
足
利
軍
を
迎

え
撃
つ
こ
と
に
よ
っ
て
戦
い
が
始
ま
っ

た
。
１
３
３
６
年
６
月
７
日
、
千
種
忠

顕
が
足
利
直
義
に
敗
れ
て
戦
死
、
足
利

尊
氏
軍
も
損
害
が
大
き
く
、
一
旦
京
に

撤
退
し
た
。
尊
氏
を
討
ち
取
る
こ
と
は

困
難
と
判
断
し
た
長
年
・
新
田
義
貞
ら

は
、
東
寺
の
囲
み
を
解
い
て
比
叡
山
に

向
か
っ
て
撤
退
し
た
と
こ
ろ
、
足
利
尊

氏
が
追
撃
軍
を
出
し
た
。
撤
退
途
中
の

長
年
は
、
６
月
30
日
、
一
条
院
跡
付
近

で
戦
死
。『
太
平
記
』
で
は
大
宮
通
一

条
の
合
戦
、『
梅
松
論
』
で
は
三
条
の

猪
熊
の
合
戦
と
さ
れ
て
お
り
、
正
確
な

と
こ
ろ
は
分
か
っ
て
い
な
い
。

　

後
醍
醐
天
皇
の
隠
岐
島
脱
出
か
ら
わ

ず
か
２
年
余
、
名
和
長
年
の
名
前
は
こ

う
し
て
歴
史
の
舞
台
か
ら
消
え
て
し

ま
っ
た
。
明
治
に
な
り
、
長
年
は
、
天

皇
に
殉
じ
た
英
雄
と
し
て
楠
木
正
成
と

３
３
６
年
の
湊
川
の
戦
い
で
楠
木
正
成

を
討
ち
取
り
、
新
田
義
貞
を
う
ち
払
っ

た
こ
と
で
、
も
は
や
建
武
政
権
側
に
こ

れ
に
抗
う
力
は
残
っ
て
い
な
か
っ
た
。

そ
し
て
、
つ
い
に
足
利
尊
氏
が
、
後
醍

醐
天
皇
が
い
る
京
に
向
か
っ
て
進
軍
し

て
き
た
。

　

京
で
の
防
衛
戦
で
は
勝
ち
目
が
な
い

と
判
断
し
た
後
醍
醐
天
皇
ら
は
、
尊
氏

が
京
に
上
っ
て
来
る
前
に
三
種
の
神
器

を
持
ち
、
長
年
ら
重
臣
を
引
き
連
れ
て

比
叡
山
に
逃
れ
て
行
っ
た
。

　

１
３
３
６
年
５
月
、
京
に
入
っ
た
足

利
尊
氏
は
、
東
寺
を
陣
所
と
し
、
京
に

残
っ
て
い
た
光こ
う

厳ご
ん

上
皇
と
協
議
し
て
、

光
厳
上
皇
を
治ち

天て
ん

の
君
（
院
政
に
お
い

て
実
権
を
握
っ
て
政
治
に
当
た
っ
た
上

皇
）
に
擁
立
し
た
上
で
、
そ
の
弟
豊と
よ

仁ひ
と

（
後
の
光
明
天
皇
）
を
天
皇
に
据
え
る

こ
と
を
決
め
た
。

　

も
っ
と
も
三
種
の
神
器
は
後
醍
醐
天

皇
が
持
っ
て
お
り
、
光
厳
上
皇
・
足
利

尊
氏
方
に
天
皇
を
擁
立
す
る
正
統
性
は

な
く
、
力
ず
く
で
比
叡
山
に
籠
る
後
醍

醐
天
皇
か
ら
奪
い
取
ろ
う
と
考
え
る
に

共
に
日
本
統
治
の
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
と
し

て
利
用
さ
れ
、１
８
８
６
年
に
正
三
位
、

１
９
３
５
年
に
は
従
一
位
を
追
贈
さ
れ
、

戦
死
の
伝
承
地
で
あ
る
「
名
和
長
年
公

遺
蹟
」
に
石
碑
が
建
っ
て
い
る
。

	

（
福
井 

和
雄
）

（
注
１
）『
梅
松
論
』
は
、
南
北
朝
時
代
の
歴
史
書
も
し

く
は
軍
記
物
語
。
全
２
巻
。
著
者
は
不
詳
だ

が
、
武
家
方
（
室
町
幕
府
、
足
利
氏
）
側
の

人
物
と
い
わ
れ
る
。
主
に
鎌
倉
時
代
後
期
の

両り
ょ
う
と
う
て
つ

統
迭
立り
つ

期
か
ら
斯
波
高
経
率
い
る
室
町
幕

府
・
北
朝
方
の
軍
勢
と
の
間
で
行
わ
れ
た
金
ヶ

崎
の
戦
い
ま
で
を
描
く
。

（
注
２
）『
太
平
記
』
も
、
南
北
朝
時
代
を
舞
台
に
し
た

軍
記
物
語
。
全
40
巻
で
、
後ご

醍だ
い

醐ご

天
皇
（
第

96
代
天
皇
お
よ
び
南
朝
初
代
天
皇
）
即
位
か

ら
始
ま
り
、
鎌
倉
幕
府
滅
亡
や
建
武
の
新
政
、

南
北
朝
分
裂
、
観か
ん

応の
う

の
擾じ
ょ
う
ら
ん乱
を
経
て
、
２
代

将
軍
足
利
義よ
し
あ
き
ら詮
の
死
と
細
川
頼よ
り

之ゆ
き

の
管
領
就

任
ま
で
の
50
年
間
を
描
い
て
い
る
。

『
梅
松
論
』
と
『
太
平
記
』
は
同
時
代
を
扱
っ

た
双
璧
の
書
と
い
わ
れ
、
一
般
に
『
梅
松
論
』

は
武
家
方
（
室
町
幕
府
・
足
利
氏
）
寄
り
、『
太

平
記
』
は
宮
方
（
南
朝
）
寄
り
と
さ
れ
る
が

異
論
も
あ
る
。

（
注
３
）「
三
木
一
草
」
と
は
、
建
武
政
権
樹
立
の
功
労

者
で
あ
る
４
人
、
結ゆ
う

城き

親ち
か

光み
つ

・
名
和
長
年
・

楠
木
正
成
・
千
種
忠
顕
の
総
称
で
、「
ユ
ウ
キ
」、

「
ホ
ウ
キ
（
名
和
が
伯
耆
守
で
あ
っ
た
た
め
）」、

「
ク
ス
ノ
キ
」、「
チ
ク
サ
」
と
４
人
の
姓
や
官

職
の
読
み
に
因
む
も
の
で
、
地
方
の
一
豪
族

か
ら
す
る
と
考
え
ら
れ
な
い
大
出
世
だ
っ
た
。

　上京区文化振興会及び上京区役所では、豊かな歴史に育まれた伝統文化を継承し、発展させることを目指して、昭和
４０年から開催しています。今年はコロナ禍を経て、3年ぶりの開催となります。
　かがり火に照らされた幽玄の世界をお楽しみください。御来場をお待ちしております。

　　　　　 令和４年９月２１日（水）
　　　　　　 第一部開演　午後４時（午後３時３０分開場）
　　　　　　 第二部開演　午後６時(終演予定 午後８時３０分)
　　　　　 白峯神宮（上京区今出川通堀川東入北側） ※雨天の場合 金剛能楽堂（上京区烏丸通中立売上ル）
　　　　　 第一部
　　　　　　 各社中による仕舞、舞囃子、居囃子、独調、箏演奏の発表
　　　　　 第二部
　　　　　　 麗調会・箏「千鳥の曲」
　　　　　　 観世流・仕舞「駒ノ段」「鵜ノ段」「笹ノ段」「枕ノ段」
　　　　　　 金剛流・舞囃子「高砂」
　　　　　　 大蔵流・狂言「清水」
　　　　　　 観世流・能「花月」
　　　　　 前売券 ２、０００円、当日券 ２、５００円
　　　　　 　※前売券は、８月２２日（月）から、上京区役所地域力推進室（１階１番窓口）と白峯神宮で販売します。
　　　　　 上京区文化振興会・上京区役所
　　　　　 白峯神宮
　　　　　 京都いつでもコール ☎０７５－６６１－３７５５　※お掛け間違いに御注意ください。

上京薪能

問合せ先
協　　力
主　　催

入　場　料

内　　容
場　　所

日　　時

まいばや

たかさご

し こと



─ 13 ─

　上京区文化振興会及び上京区役所では、豊かな歴史に育まれた伝統文化を継承し、発展させることを目指して、昭和
４０年から開催しています。今年はコロナ禍を経て、3年ぶりの開催となります。
　かがり火に照らされた幽玄の世界をお楽しみください。御来場をお待ちしております。

　　　　　 令和４年９月２１日（水）
　　　　　　 第一部開演　午後４時（午後３時３０分開場）
　　　　　　 第二部開演　午後６時(終演予定 午後８時３０分)
　　　　　 白峯神宮（上京区今出川通堀川東入北側） ※雨天の場合 金剛能楽堂（上京区烏丸通中立売上ル）
　　　　　 第一部
　　　　　　 各社中による仕舞、舞囃子、居囃子、独調、箏演奏の発表
　　　　　 第二部
　　　　　　 麗調会・箏「千鳥の曲」
　　　　　　 観世流・仕舞「駒ノ段」「鵜ノ段」「笹ノ段」「枕ノ段」
　　　　　　 金剛流・舞囃子「高砂」
　　　　　　 大蔵流・狂言「清水」
　　　　　　 観世流・能「花月」
　　　　　 前売券 ２、０００円、当日券 ２、５００円
　　　　　 　※前売券は、８月２２日（月）から、上京区役所地域力推進室（１階１番窓口）と白峯神宮で販売します。
　　　　　 上京区文化振興会・上京区役所
　　　　　 白峯神宮
　　　　　 京都いつでもコール ☎０７５－６６１－３７５５　※お掛け間違いに御注意ください。

上京薪能

問合せ先
協　　力
主　　催

入　場　料

内　　容
場　　所

日　　時

まいばや

たかさご

し こと



─ 15 ─ ─ 14 ─

【広告主募集中】本誌に広告を掲載しませんか？
「上京-史蹟と文化」に有料広告の掲載を希望する広告主を募集します。商品のＰＲや企業のイメージアップに、ぜひご検討ください。
問合せ:上京区役所地域力推進室（まちづくり推進担当）　TEL 075-441-5040  FAX 075-441-2895

表紙写真表紙写真表紙写真　　　　　　　　　　　　　 白峯神宮（京都市上京区今出川通堀川東入飛鳥井町261番地）：百日紅
　　　　　　　　　　　　　 撮影:写真家 水野克比古氏
　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　 

　白峯神宮の祭神は崇徳天皇と淳仁天皇です。保元の乱で悲運の運命を辿られた崇徳天皇の霊を慰める神社を創祀されよ
うとした孝明天皇の御遺志を受け継がれた明治天皇が明治元年に創建されました。ついで同 6 年には道鏡により淡路に配流
された淡路廃帝を淳仁天皇として合祀されます。当初、官幣中社白峯宮と称していましたが、昭和 15 年、天皇奉祀の社で
あるところから官幣大社白峯神宮となりました。
　また、球技の神様として有名で、「まり」の守護神として「精大明神」が祀られ、日本サッカー協会をはじめ各種スポーツ
において使用された公式球が奉納されています。けまりはボールを落とさない事・落ちない事から、勉学の神 白峯天神様
のご利益が学力を落とさない・試験に落ちないなどと縁起が良いとされています。

・ ・ ・

とくす じゅんにん

　上京区総合庁舎前の花壇をボランティアとして、毎日水やりや手
入れをしています。また、年に２回、季節の花々に植え替える「一斉植
替え」を行っています。６月には、ビオラから夏らしいハイビスカスに
植替えました。
　美しい花々で来庁者の皆様をお迎えしませんか。
　興味をお持ちの方は電話、FAX又は、窓口（１階①番窓口）にてお申込みください。
　　　対　象：区内在住の１８歳以上の方（高校生除く）
　　　問合せ：上京区役所地域力推進室（まちづくり推進担当） TEL ０７５－４４１－５０４０／FAX ０７５－４４１－２８９５

　春の「上京茶会」が６月２５日に妙
顯寺にて表千家の懸釜で開催され
ました。密を避けるため人数制限を
行い、本席のみの実施とするなど感
染症対策を講じ、３年ぶりに開催す
ることが出来ました。
美しいお庭とともにお
茶を味わい、初夏の爽
やかなひとときをお過
ごしいただきました。

　区内にお住まいの文化人の方々に、御自身のお仕事や体験を交えながら、「文化
のまち・上京」の魅力についてお話しいただく講演会（文化絵巻）を開催しています。
　第８巻となる今回は、２月１１日に重要無形文化財（総合認定）保持者である金剛
流能楽師 種田 道一氏を講師としてお招きしました。
　「能を楽しむ」と題して、能の実演を交えたユーモアのあるお話しで能の魅力をお
伝えいただきました。

活動ボランティア募集
「みんなで花を咲かそう」

※撮影時のみマスクを外しています。

上京茶会文化
 絵巻
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「
上
京
・
史
蹟
と
文
化
」
は
上
京
区
役
所
地
域
力
推
進
室
ま
ち
づ
く
り
推
進
担
当
で
販
売
致
し
て
お
り
ま
す
。（
Ｔ
Ｅ
Ｌ
４
４
１
─
５
０
４
０
）

ま
た
、
上
京
区
役
所
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
御
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

表紙題字／吉川蕉仙氏　　表紙写真／白峯神宮：百日紅　水野克比古氏
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